
市 議 会 だ よ り （6）第２３７号 2019年（令和元年）５月11日

　２月定例会では、10 人の議員が一般質問を行いました。

質問の持ち時間は答弁を含めて１人 60 分です。

　ここでは紙面の都合上、１人１項目を選び質問・答弁を

要約し、分野ごとにまとめて掲載しました。

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

国
の
内
閣
府
防
災
担
当
で
は
、

地
域
で
率
先
し
て
防
災
活
動
を

実
践
す
る
人
材
を
育
成
す
る
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
大

長
友
正
徳
議
員
（
無
所
属
の
会
）

　

最
近
、
市
内
の
児
童
生
徒
か

ら
運
動
部
活
動
で
の
体
罰
に
つ

い
て
相
談
を
受
け
た
。
そ
も
そ

も
体
罰
と
は
恐
怖
心
で
子
ど
も

規
模
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か

分
か
ら
ず
、
有
事
に
向
け
た
備

え
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
目

標
数
を
定
め
て
、
更
な
る
増
員

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

の
言
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
支
配

で
あ
り
教
育
的
効
果
は
な
い
。

運
動
部
活
動
で
の
体
罰
根
絶
に

向
け
た
市
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答　
本
来
、
部
活
動
は
生
徒
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
更
に
増
や
す
べ
き
で
は

支
配
で
あ
り
教
育
的
効
果
な
し
根
絶
を

若
い
人
を
含
め
た
増
員
を
図
り
た
い

適
切
な
運
営
の
た
め
の
体
制
整
備
を
図
る

地域防災

運動部活動における体罰

が
、
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て

は
、
各
避
難
所
で
活
動
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
他
市
の
制
度
も

参
考
に
、
現
在
の
約
１
７
０
名

か
ら
１
０
０
０
名
程
度
を
目
標

に
更
な
る
人
数
増
を
図
り
た
い
。

ま
た
、
地
域
の
防
災
力
向
上
に

は
若
い
人
の
力
が
大
変
重
要
な

た
め
、
防
災
イ
ベ
ン
ト
等
を
活

用
し
若
い
人
も
取
り
込
み
た
い
。

自
主
的
・
主
体
的
な
参
加
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
市
は
平
成
31

年
度
か
ら
部
活
動
の
適
切
な
運

営
の
た
め
の
体
制
整
備
等
を
ま

と
め
た
方
針
に
基
づ
く
運
用
を

開
始
す
る
。
体
罰
を
厳
し
い
指

導
と
し
て
正
当
化
す
る
こ
と
は

決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ

の
根
絶
に
向
け
「
し
な
い
、
さ

せ
な
い
、
見
逃
さ
な
い
」
と
の

確
固
た
る
姿
勢
で
取
り
組
む
。

髙
坂　
進
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

市
は
、
平
成
31
年
度
よ
り
商

店
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
際
に

補
助
金
を
交
付
す
る
新
規
事
業

を
開
始
す
る
が
、
補
助
限
度
額

大
場　
諭
議
員
（
公
明
党
）

　

近
年
、
教
科
書
の
大
型
化
や

ペ
ー
ジ
数
の
増
等
に
伴
い
、
児

童
生
徒
が
登
下
校
時
に
持
ち
運

ぶ
教
科
書
や
教
材
等
の
重
さ
と

は
15
万
円
で
あ
り
、
経
済
効
果

と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
考

え
る
。
今
後
、
制
度
を
拡
大
す

る
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

答　
本
事
業
に
お
け
る
補
助
率

や
補
助
額
は
、
毎
年
実
施
し
て

量
が
増
加
し
て
い
る
。
ラ
ン
ド

セ
ル
を
含
め
て
平
均
約
６
kg
に

な
る
と
の
調
査
結
果
も
あ
り
、

子
ど
も
の
身
体
へ
の
悪
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
。
本
市
の
学
校
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
の
補
助
拡
大
を

重
く
な
り
成
長
に
悪
影
響
本
市
の
対
応
は

補
助
の
効
果
等
を
検
証
し
進
め
て
い
く

負
担
軽
減
の
工
夫
を
学
校
間
で
共
有
す
る

商店街の活性化

子どもの登下校時の荷物

い
る
商
店
会
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お

い
て
、
各
商
店
主
の
ニ
ー
ズ
を

調
査
し
た
結
果
を
基
に
設
定
し

て
お
り
、
工
事
の
発
注
先
等
を

市
内
業
者
に
限
定
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
内
経
済
へ
の
波
及
効

果
も
見
込
ん
で
い
る
。
今
後
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
本
事

業
が
売
上
の
向
上
に
繋
が
っ
て

い
る
か
等
、
効
果
を
検
証
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

答　
本
市
で
も
、
児
童
生
徒
の

登
下
校
時
の
荷
物
の
量
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
全
体
的
な
負
担

軽
減
や
曜
日
ご
と
の
均
等
化
を

図
る
等
の
工
夫
を
進
め
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
平
成
30
年
に
児

童
生
徒
の
携
行
品
へ
の
配
慮
と

工
夫
の
例
に
関
す
る
通
知
を
出

し
て
お
り
、
更
に
工
夫
あ
る
取

り
組
み
等
を
学
校
間
で
共
有
で

き
る
機
会
を
検
討
し
て
い
く
。

秋
本
の
り
子
議
員
（
無
所
属
の
会
）

　

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
の
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
は
、

平
成
26
年
度
以
降
減
少
傾
向
に

あ
り
、
29
年
度
は
７
３
３
件
で

　

幼
児
教
育
は
10
年
後
、
20
年

後
の
人
を
作
る
土
台
で
あ
り
、

市
内
の
幼
稚
園
に
お
い
て
も
、

公
と
私
が
共
に
役
割
を
果
た
し

あ
っ
た
。
相
談
窓
口
の
専
門
化

や
周
知
啓
発
等
、
関
係
者
の
努

力
に
感
謝
す
る
が
、
ま
だ
こ
れ

だ
け
の
数
が
あ
る
。
今
後
、
Ｄ

Ｖ
被
害
を
更
に
減
ら
し
て
い
く

た
め
の
市
の
取
り
組
み
を
問
う
。

な
が
ら
進
む
べ
き
で
あ
る
。
そ

れ
に
は
、
公
立
園
の
う
ち
当
面

残
る
基
幹
園
３
園
が
、
相
談
員

等
の
人
材
を
育
て
、
幼
児
教
育

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
果
た
す
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

減
少
傾
向
だ
が
多
い
今
後
の
取
り
組
み
は

基
幹
園
の
セ
ン
タ
ー
機
能
が
重
要
充
実
を

啓
発
活
動
を
中
心
に
充
実
さ
せ
て
い
く

公
私
の
垣
根
超
え
た
指
導
体
制
を
整
備

ＤＶの防止

幼児教育・幼稚園

答　
市
は
Ｄ
Ｖ
被
害
の
更
な
る

減
に
向
け
、
啓
発
活
動
を
中
心

に
取
り
組
み
の
充
実
に
努
め
て

い
る
。
機
関
紙
「
ウ
ィ
ズ
レ

タ
ー
」
の
配
布
場
所
の
拡
大
や
、

怒
り
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
の

「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講

座
」、
中
学
校
で
の
人
権
講
演

会
の
実
施
等
に
よ
り
、
引
き
続

き
Ｄ
Ｖ
根
絶
を
目
指
し
て
い
く
。

市
の
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

答　
市
と
し
て
も
、
公
私
の
垣

根
を
超
え
た
幼
児
教
育
の
指
導

体
制
の
充
実
が
質
の
高
い
学
校

教
育
に
直
結
す
る
と
考
え
て
い

る
。
と
り
わ
け
基
幹
園
の
役
割

は
重
要
で
あ
り
、
私
立
・
公
立

園
を
巡
回
指
導
す
る
相
談
員
の

拡
充
等
の
課
題
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
市
全
体
の
幼
児
教
育

の
基
盤
を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

中
村
よ
し
お
議
員
（
公
明
党
）

　

住
宅
は
市
民
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
生
活
基
盤
だ
が
、社
会
・

経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
高

齢
者
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
障
が

越
川
雅
史
議
員
（
無
所
属
の
会
）

　

児
童
虐
待
対
策
に
つ
い
て
、

相
談
件
数
の
増
加
や
子
ど
も
の

死
亡
事
件
等
を
受
け
、
近
隣
市

で
は
担
当
職
員
を
増
や
す
等
の

い
者
等
の
住
宅
弱
者
、
す
な
わ

ち
住
宅
確
保
要
配
慮
者
が
増
え

て
い
る
。
そ
こ
で
、
市
は
、
住

宅
確
保
要
配
慮
者
へ
の
支
援
と

し
て
の
市
営
住
宅
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

体
制
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、

本
市
で
は
人
員
増
も
な
く
、
専

門
知
識
や
経
験
も
乏
し
い
等
、

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
や
防
止
、

適
切
な
対
応
の
観
点
か
ら
課
題

が
多
い
と
感
じ
て
い
る
。
今
後

住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
支
援
ど
う
考
え
る

本
市
は
課
題
あ
り
今
後
の
取
り
組
み
は

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
住
宅
施
策
が
必
要

人
材
育
成
や
組
織
体
制
の
強
化
を
図
る

市営住宅

児童虐待の防止

答　
市
営
住
宅
は
、
本
来
、
低

収
入
の
た
め
住
宅
に
困
窮
す
る

者
に
対
し
提
供
さ
れ
る
が
、
最

近
で
は
住
宅
政
策
と
し
て
の
サ

ー
ビ
ス
と
市
民
の
ニ
ー
ズ
の
間

に
ズ
レ
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
。

市
営
住
宅
に
は
法
令
上
の
様
々

な
制
約
が
あ
る
が
、
そ
の
活
用

を
含
め
、
市
民
の
個
別
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
住
宅
施
策
の

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

の
市
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答　
市
と
し
て
は
、
平
成
31
年

度
よ
り
子
育
て
支
援
課
に
虐
待

対
策
担
当
室
を
設
置
し
て
組
織

体
制
の
強
化
を
図
る
他
、
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の
設
置

を
目
指
し
、
専
門
的
知
識
を
有

す
る
職
員
を
段
階
的
に
配
置
し

て
、
人
材
育
成
を
図
り
な
が
ら
、

児
童
虐
待
の
根
絶
に
向
け
あ
ら

ゆ
る
努
力
を
行
っ
て
い
く
。

防 災経 済男女共同参画福 祉

こ ど も ・ 教 育

市
営
住
宅
（
稲
荷
木
団
地
）

稲
葉
健
二
議
員
（
創
生
市
川
第
３
）




